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一般会計のほか、町には特定の事業を行う目的で設置される特別会計があります。 新庁舎建設事業

1,613,530千円

　福祉や教育など、さまざまな場面で使われる一般会計。町の台所は、左で紹介している「特別会計」
以外は、すべて一般会計で処理しています。

　この数値が基準を上回ると、財政運営が厳しいとして国に
指定されます。町は、いずれの基準も下回りました。

実質赤字比率……… 広い目的に使われる「一般会計」の赤字額が、地方税や地方交付税等の財源規模（標準財

政規模）と比べてどのくらいあるかを指標化したものです。

連結実質赤字比率… 「一般会計」だけではなく、特別会計も含めた全会計を合算し、町全体としての赤字額を指

標化したものです。一般の会社などで行われている「連結決算」と同じ意味合いを持ちます。

実質公債費比率…… 借入金の返済やこれに準ずるものが、標準財政規模に対してどのくらいあるのかを指標化

したものです。この数字が大きいほど、借入金返済に追われ、資金繰りが苦しいというこ

とになります。

将来負担比率……… 借入金の返済や将来負担することになるものの残高を、標準財政規模に対してどのくらい

あるのかを指標化したものです。この数値が大きいと、現在の負担はそれほどでなくても、

将来必要になる負担が大きいということになります。

〈各指標の解説〉

北海道新幹線
開業対策事業
19,988千円

使用料及び手数料…………施設を使ったり、住民票の交付などでお支払いいただいたお金

財産収入……………………財産の運用と売り払いで得たお金

繰 入 金……………………基金の取り崩しで得たお金

分担金、負担金、寄附金…受益者に負担してもらったお金や、ふるさと納税でいただいた寄附金など

地方譲与税…………………自動車重量税などから配分されるお金

地方消費税交付金…………地方消費税（県）のうち町に配分されたお金

地方交付税…………………国が徴収した税金の一定割合を、町の財政力に応じて分配されたお金

国庫・県支出金……………補助金等で国や県が交付したお金

町　　債……………………各種事業を行うために、国や金融機関から町が借りたお金

〈
主
な
用
語
〉

総 務 費…………広報、税務、戸籍、統計調査、選挙など、総括的なことに使われるお金

民 生 費…………高齢者の福祉や各種手当、保育所の運営などに使われるお金

衛 生 費…………ごみ処理や健康診断、病院の負担・維持に使われるお金

農林水産業費……農林水産業の振興などに使われるお金

商 工 費…………商工業や観光事業などに使われるお金

土 木 費…………道路整備や公営住宅の建設・維持管理に使われるお金

消 防 費…………消防事務組合への負担金や消防活動・車両維持などに使われるお金

教 育 費…………小・中学校の運営、公民館や文化センターなどの施設運営などに使われるお金

公 債 費…………借金の返済にあてるお金

〈
主
な
用
語
〉

　平成28年12月に新庁舎が完成し、
平成29年１月より開庁、業務を開始
しました。避難所として活用できるほ
か、１階でさまざまな手続きをワンス
トップで行うことができます。

平成27年度末 平成28年度末 比較増減

一般会計 11,268,490 12,777,526 1,509,036

国民健康保険 211,531 199,175 ▲ 12,356

介護保険事業 0 0 0

農業集落排水事業 252,373 229,813 ▲ 22,560

漁業集落排水事業 182,226 168,054 ▲ 14,172

特別養護老人ホーム静和園事業 37,463 0 ▲ 37,463

水道事業（企業債） 2,328,028 2,190,121 ▲ 137,907

合　　　　　計 14,280,111 15,564,689 1,284,578

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

平 成 2 6 年 度 － － 12.6% 69.8%
平 成 2 7 年 度 － － 10.6% 88.5%
平 成 2 8 年 度 － － 9.2% 102.2%
早期健全化基準 15.0% 20.0% 25.0% 350.0%
財政再生基準 20.0% 30.0% 35.0%

収　入 支　出 差 引 額

一般会計 9,657,887,021 9,504,934,481 152,952,540

国民健康保険（事業勘定） 2,577,694,682 2,487,998,033 89,696,649

国民健康保険（診療施設勘定） 140,132,361 140,131,960 401

介護保険事業 1,763,190,123 1,746,845,501 16,344,622

農業集落排水事業 41,176,575 40,807,262 369,313

漁業集落排水事業 23,504,046 23,178,672 325,374

特別養護老人ホーム静和園事業 430,458,024 427,157,995 3,300,029

後期高齢者医療 257,921,482 257,088,631 832,851

水道事業（収益的） 383,130,501 289,744,037 93,386,464

合　　　　計 15,275,094,815 14,917,886,572 357,208,243

　国の地方創生加速化交付金を活用し、
津軽海峡交流圏の観光資源を活かした
観光地域作り事業を五所川原市、今別
町、青森県と協力して行いました。
　北海道新幹線の開業効果を最大限に
獲得するために、ご当地じゃらんの作
成、奥津軽いまべつ駅～津軽中里駅間
バス運行などを行いました。

●一般会計の性質別歳出
　使ったお金の性質によって分けた表です。

●借金（公債費）残高 （単位：千円）

（単位：千円）

義務的
経費

3,129,545
32.9％

人件費
1,103,050

11.6％

その他の
経費

3,882,597
40.8％

投資的
経費

2,492,792
26.2％

扶助費
959,847
10.1％

普通建設事業・
災害復旧費
2,492,792

26.2％

物件費
1,310,533

13.8％

繰出金
732,351
7.7％

補助費等
1,187,982

12.5％

公債費
1,066,648

11.2％

維持補修費
123,097　1.3％

積立金
524,371　5.5％

投資及び出資金
・貸付金

4,263　0.0％

歳 

入

（単位：千円）総額 9,657,887千円

依存財源

町税
774,610
8.0％

地方交付税
3,882,509

40.2％

国庫支
出金

727,463
7.5％

町債
2,473,500

25.6％

その他
17,042
0.2％

諸収入
105,893
1.1％

使用料及
び手数料
84,317
0.9％

財産収入
・繰入金
600,224
6.2％

繰越金
166,549
1.7％

分担金・負担
金・寄付金

31,493
0.3％

地方譲
与税

63,951
0.7％

地方消費
税交付金
180,729
1.9％

県支出金
549,606
5.7％

歳 

出

（単位：千円）総額 9,504,934千円

総務費
3,101,147

32.6％

民生費
1,363,501

14.3％

衛生費
1,170,768

12.3％

教育費
594,560
6.3％

公債費
1,066,648

11.2％

農林水
産業費

768,723
8.1％

商工費
83,642
0.9％

土木費
600,691
6.3％

労働費
9,299
0.1％

議会費
91,332
1.0％

消防費
654,623
6.9％

災害復旧費
0

0.0％
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（単位：円）
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３ 各会計別の概要

４ そのほか

１ 一般会計の概要

２ 財政健全化判断比率


